



























































禱一覧については、既に発表してい で、 稿 は まず、光格期の研究史の整理からはじめたい。　
藤田覚氏は、政治史の視点から、寛政から文化期を「初発の体制的危機の時代」 、文政から天保期を「本格的体





































































































































































































































































































































































































































































































































の天皇は 災・疫病・飢饉に対する祭祀を執行する存在 いう思想も天明飢饉当時には一般的に知ら ていた
43よ
うに、以後、光格天皇は民衆思いの天皇であるという認識が広がっていったのであろう。武蔵国惣社六所宮・同一宮氷川神社や増上寺や延暦寺においても、田植や旱魃で雨の必要な時期に 朝廷と期を一にしたかのような請雨五穀豊穣の祈禱をしているこ は、 意識せざ えない時勢になっていたからであろう。　
しかし、寛政元年は、光格天皇と老中松平定信の間で、閑院宮典仁親王への太上天皇宣下を廻る熾烈な尊号事件
の幕が切って落とされた年でもある。朝廷が寛政元年 七社七寺に対して「炎旱黎庶之患」を理由に祈雨を再興したことは、前年の幕府全国触に対抗す 光格天皇の万民に対する君主意識 表明でもあったかと思われる。　
寛政五年（一七九三） 、議奏中山愛親・武家伝奏正親町公明ら五名の公家が幕府により処罰され、翌年閑院宮も
死去して、尊号事件は朝廷 敗北に終わった。しかし、こ 事件 素材にした「中山問答記」等の実録物では、朝廷側の勝利というまるで反対の「京贔屓」風潮
44が世間では広まり、 朝廷人気は、 読物を通じても広がりつつあった。


































































































































外に、関東大地震による将軍依頼説を記している。また野宮定祥も、①地震は完全には収まっ ない ②近日は大略地震はないが中小 震が続いている、③「此説雖難信受去月廿八日酉下刻許 左大将当直伝、御所之間有地動頻強云々」
56という禁裏御所で強い震動があったという風説を含め合計三原因を記している。平田職寅は、 「来




















































































































































































































































































































御教書に従って、同 二 から一八日ま の七日間祈禱が執行された。元禄同様、伊勢に対しては 山田奉行経由の幕府伝達と朝廷経由の朝幕双方からの祈禱伝達が使用されたのである。　
御教書の日付が一〇月一〇日であることから、朝廷では、武家伝奏が参内して関白に伝達した後、即刻、七社七



















































































































二〇一九年。 「明和七年の賀茂下上社 雨乞いと 廷の祈雨再興」 、 『賀茂信仰の歴史と文化』神社史料研究会編 思文閣出版、二〇一九年一二月予定。
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久美子
三一
庫所蔵。
90　
前掲「公武御用日記」二、天保八年七月四日条、七月二四日条。
91　「寛政再興年中行事」によると、寛政期には、二月四日の一回のみである。東京大学史料編纂所所蔵。
92　
藤田覚「江戸幕府の天皇観」 、 『
岩波講座
　
天皇と王権を考える』一〇、岩波書店、二〇〇二年。
93　
高埜利彦日本史リブレット八六『江戸時代の神社』 、山川出版社、二〇一九年。
94　
前掲「寛政再興年中行事」には、高埜氏が、幕府が認めなかった行事とする
神じんこんじき
今食
も一二月一一日の行事として再興されて
いる。
95　
高埜利彦「後期幕藩制と天皇」 、 『
講座
　
前近代の天皇』２巻、青木書店、一九九三年。
96　
大桑斉「徳川将軍権力と宗教」 、前掲『
岩波講座
　
天皇と王権を考える』４宗教と権威。
　
97　「近世における将軍家祈祷寺―護持院と寛永寺の職掌に関する一考察」 、 『密教学研究』四二、
 二〇一〇年。
　　
「享保期以降の護持院における将軍家御祈祷」 、 『大正大学大学院論集』三〇、
  二〇一四年。
　
　（ませ
　
くみこ
　
本学非常勤講師）
〔付記〕　　
史料の閲覧・引用に際して、宮内庁書陵部・伊勢神宮文庫・賀茂別雷神社様には大変お世話になりました。ま 、京都大学
理学部上賀茂プロジェクト（仮称）の中西一郎先生、加納靖之先生（東京大学地震研究所）をはじめプロジェクトの皆様、岩橋清美様には格別のご高配を賜りましたことを、ここに記して厚く御礼申し上げます。
